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図 コナカイガラムシ類の総合的防除体系 

 

高知県の促成ピーマン類では、コナカイ

ガラムシ類による被害が増加しています。

天敵の利用が一般的な施設ピーマン類では、

コナカイガラムシ類に対する防除効果が高

く、かつ天敵に影響が小さい薬剤が少ない

ため、これまで有効な防除法はありません

でした。そのため、農業技術センターでは、

既存のIPM技術を基にコナカイガラムシ類

に対する新たな防除体系の確立に取り組ん

できました。 

その中で、「前作の野菜又は花き類・観

葉植物のアザミウマ類蔓延防止」を目的と

したキルパー処理、ヒメカメノコテントウ

とバンカー植物の組み合わせが、コナカイ

ガラムシ類の防除に有効であることが明ら

かになりました。また、センターニュース

110号でもご紹介したように、コナカイガラ

ムシ類は株元の残さに多く生息しているた

め、残さや寄生葉の持ち出しもコナカイガ

ラムシ類の密度抑制に有効であると考えら

れました。 

そこで、これらの防除技術を組み合わせ、

バンカー植物として、ソルガム(‘ミニソル

ゴー’)を選定した総合的防除体系(図)を

作成し、現地促成ピーマンほ場で実証試験

を行いました。その結果、栽培期間を通し

てコナカイガラムシ類を低密度に抑え、被

害が問題になることはありませんでした。 

なお、市販されているヒメカメノコテン

トウは、2023年4月末現在、野菜類のアブラ

ムシ類に対して登録がありますが、コナカ

イガラムシ類に対する登録はありません。 

本研究は、内閣府地方大学・地域産業創生交

付金 ｢“IoP(Internet of Plants)”が導く

｢Next次世代型施設園芸農業｣への進化｣の助成

を受けたものです。 
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